
輸出事業計画
※申請者名：さがえ西村山農業協同組合 品目：りんご

【現状】
ＪＡさがえ西村山は、寒河江市、大江町、朝日町、西川町、河北町を区域とする広域合併
ＪＡとして、地域農業の発展と組合員・地域の皆様の豊かな暮らしの実現を目指している。
山形県のほぼ中央に位置し県内有数のりんごの産地と言われており、基幹作物であるりんご
のトップブランド広域産地形成による地域農業の構築を掲げ、「農業者の所得増大」「農業生
産の拡大」「地域の活性化」を営農戦略として進めている。

【これまでの輸出の取組】
近年、りんご生産者の高齢化が進み、生産量の確保が難しくなってきており、生産者の生産
意欲及び所得の更なる向上のため、平成16年に朝日町内のりんご振興を目的に設立された朝
日町果樹組合連絡会議が輸出事業を開始し、当JAも構成員として朝日町産の輸出りんごの
生産指導や集出荷・選果等に連携して取り組んできた。令和2年度の輸出実績は43.7トン、
13,982千円であった。

【課題】
(１) 輸出先国全般の共通課題
① 需要に応じたロットの確保
現在の２選果場の集出荷能力では、輸出先のニーズ等階級 (36玉・40玉) が不足。

② 収穫後の鮮度や品質保持、廃棄ロス率の改善・低減
③ 既存の輸出形態を存続しつつ新たな輸出事業を計画し販路を拡大

(２) 輸出先国別検疫規制の対応

様式２

１．輸出における現状と課題

２．輸出事業計画の取組内容

【課題に向けた取組内容】
(１) 輸出先国全般の共通課題
① 選果場を集約して需要に応じたロットを確保し、輸出拡大、産地の維持発展につなげる。
② 鮮度保持処理（スマートフレッシュ処理）、フリートレー式選果機の導入、予冷施設の
整備及び施設の集約化を実施する事によって、収穫時から鮮度・品質・風味の劣化を最
小限に抑える事が出来るようになり、 廃棄ロス率の改善・低減につながる。

③ JETRO、朝日町果樹組合連絡会議、JA全農山形など関係機関と連携によりPDCAを
効率的に回し、新たな輸出先国の確保、輸出拡大を行う。

(２) 輸出先国別検疫規制の対応
＜ベトナム＞無袋りんごを輸出するため、園地登録を強化し、ベトナムが指定した検疫条

件の低温処理施設での管理を徹底する。
＜台 湾＞残留農薬基準値の削除が予定されているクロルピリホスの残留農薬分析、

代替剤の検討などによる防除体系の見直しに取組む。



３．輸出事業計画の実証と見直しを行うためのPDCA実施体制
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取扱量（t） 3,685 3,800  
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朝日町果樹組合連絡会議

りんご振興事業実施、輸出量、価格調整

生産者
（JAさがえ西村山りんご部会：寒河江・大江・朝日・西川・河北地区生産者）

※朝日町で生産園地登録している生産者は朝日町果樹組合連絡会議の商流を活用

小売店・スーパー

海外バイヤー
※ 販売契約、現地小売店等への運送

国内輸出業者
※ 商談、販売契約、海外バイヤーへの運送

（一社）山形県国際経済振興機構
※ 情報提供・助言

山形県・JA全農山形・JETRO山形
※ 指導、助言、情報提供、事業支援

ＪＡさがえ西村山
※ 生産者への情報提供、指導、助言、集出荷、選果・貯蔵

  商談、契約、販路開拓・拡大 など

JAさがえ西村山りんご部会朝日センター支部、和合果樹組合、
古槙果樹組合、大谷果樹組合、粧坂果樹組合の５組合で構成


